
果実の需要の長期見通しに即した栽培面積その他
果実の生産の目標（H17策定）の状況

資料５

平 成 ２ １ 年 ７ 月



１．うんしゅうみかん

○結果樹面積はほぼ目標に近いペースで
減少。

○平均価格はおもて年、うら年の変動が激
しいものの、横ばいで推移。

○平成18年産以降で隔年結果の傾向が強

まる。

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

過剰感のあるうんしゅうみかんから、国産
果実の端境期需要に即した高品質品目・品
種への改植及び条件不利園地の廃園を推
進することから、現状を大幅に下回る。
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資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」

注：価格は、１、２類都市市場の平均卸売価格
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２．その他かんきつ

○「４晩かん」の結果樹面積、生産量の減
少が大きい。「しらぬい」等の新たな晩かん
類の栽培面積は増加傾向。

○基本方針の目標に比べて、うんしゅうみ
かんから晩かんへの転換が進んでいない。

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

うんしゅうみかんから、「清見」、「シラヌヒ」
等国産果実の端境期需要へ対応した高品
質品目・品種への改植等を推進することか
ら、現状を大幅に上回る。

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」、 「特産果樹生産動態等調査」
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＜参考＞「その他かんきつ」の主な品目の動向

資料 ４晩柑：農林水産省「耕地及び作付け面積統計」、「果樹生産出荷統計」

その他：農林水産省「特産果樹生産動態等調査」。ただし、平成12年は調査を実施していない。

４晩柑（なつみかん、はっさく、いよかん、ネーブル）
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３．りんご

○結果樹面積は微減しているが、わい化栽
培の普及等により、単収は増加。

○価格は横ばいで推移。

（平成20年は災害の影響もあり異常年との

認識）

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

生産量は減少傾向だが、「シナノスイート」、
「秋映」、「きおう」等の早・中生の優良品種
の育成・導入を推進するとともに、輸出向け
に一定の生産量を見込み、現状と同程度。 りんご（結果樹面積）
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資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」

注：価格は、１、２類都市市場の平均卸売価格
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４．ぶどう

○結果樹面積、生産量とも微減。

○年次変化があるものの、価格は横ばい傾
向で推移。

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

「巨峰」、「ピオーネ」等への転換、「安芸ク
イーン」、「藤稔」等の大粒系品種の開発が
進められていることから、現状を上回る。

ぶどう

20,600
18,40019,40020,900

240

201
221

233

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

（ha）

0

50

100

150

200

250

300
（千トン）

結果樹面積

生産量

平成

年産 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
価格（円/kg 729 712 676 656 641 605 669 607 650 713 662

５．なし

○結果樹面積は微減。鳥取県等の青なし
の減少が大きい。

○価格は年次変化が激しい傾向。

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

日本なしでは「ゴールド二十世紀」、「南
水」等への転換が、西洋なしでは「ラ・フラン
ス」の一層の単収増加や早生種である「越
さやか」等の高品質品種の開発が進められ
ていることから、現状を上回る。 年産 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

価格（円/kg） 299 312 263 237 246 239 264 223 295 310 234

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」。価格は、１、２類都市市場の平均卸売価格。

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」。価格は、１、２類都市市場の平均卸売価格。
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６．もも

○栽培面積は微減しており、生産量は横ば
い。

○価格は年次変動あるものの横ばい傾向
で推移。

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

生産量は横ばいで推移。早生種の「日川
白鳳」、中生種の「あかつき」、中晩生の「川
中島白桃」等への転換、「なつっこ」等新品
種の開発が進められており、現状と同程度。

７．おうとう

○結果樹面積は増加しているが、開花期か
ら果実肥大期の天候不順等により、生産量
が平成18年以降減少している。

○価格は年次変動が激しい傾向。

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

早生種の「紅さやか」、極晩生種の「紅て
まり」等の、大玉で高糖度の品種の開発・普
及が図られていることから、現状を大幅に
上回る。
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年産 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
価格（円/kg） 429 488 434 430 416 404 470 375 475 455 414

年産 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
価格（円/kg） 1,519 2,049 1,889 1,569 1,551 1,678 2,002 1,543 1,535 2,055 1,934

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」。価格は、１、２類都市市場の平均卸売価格。

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」。価格は、１、２類都市市場の平均卸売価格。



８．びわ

○結果樹面積、生産量ともに減少している
が、20年は生産量が増加している。

○価格は生産量が少なかったH16～H19
は高かったが、全体としては横ばい傾向。

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

生産量は減少傾向だが、主産県の長崎県
において「涼風」、「陽玉」、「麗月」等の高品
質品種が開発されていることから、現状と同
程度。

９．かき

○結果樹面積は微減傾向であるが、単収
は近年増加傾向であり、生産量は横ばい。

○価格は横ばい傾向

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

甘がきでは早生で日持ちの良い「早秋」、
極大の「太秋」等、渋がきでは「刀根早生」よ
り早生種の「中谷早生」等の新品種の開発・
普及が進められていることから、現状を上
回る。

び　わ

1,900
1,710

2,020

2 ,320

10.0

7 .1

9.29.3

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

（ha）

0

2

4

6

8

10

12
（千トン）

結果樹面積

生産量

平成

か　き

25,00023,00024,40025,100

290
267265260

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

（ha）

0

50

100

150

200

250

300

350
（千トン）

結果樹面積

生産量

平成

年産 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
価格（円/kg） 924 834 984 849 749 824 1,020 1,016 1,005 1,011 831

年産 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
価格（円/kg） 265 208 189 198 207 196 261 165 247 229 197

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」。価格は、１、２類都市市場の平均卸売価格。

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」。価格は、１、２類都市市場の平均卸売価格。



１０．くり

○結果樹面積は微減傾向であるが単収増
加により生産量は増加。

○価格は横ばい傾向。

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

早生種で食味良い「ソフト西明寺」、「神
峰」等の高品質品種が開発されているが、
減少傾向を止めるほどの効果が期待でき
ず、現状を下回る。

１１．うめ

○結果樹面積、生産量ともに横ばい傾向。

○価格は年次変動あるものの、横ばい傾向。

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

主産県の和歌山県で、梅干し、加工適正
に優れる「南高」への転換、豊産性で加工
用に適する「新平太夫」等の高品質品種の
開発・普及が進められていることから、現状
を大幅に上回る。
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結果樹面積

生産量

平成

年産 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
価格（円/kg） 439 313 398 323 292 418 342 461 402 424 343

年産 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
価格（円/kg） 569 499 457 276 315 495 436 386 284 270 327

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」。価格は、１、２類都市市場の平均卸売価格。

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」。価格は、１、２類都市市場の平均卸売価格。



１２．すもも

○結果樹面積は微減。生産量は年次変動
あるものの、横ばい傾向。

○価格は横ばい傾向。

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

生産量は減少傾向だが、晩生種の「太陽」
や、「貴陽」、「シンジョウ」等の高糖度品種
の開発・普及が進んでいることから、現状と
同程度。

１３．キウイフルーツ

○結果樹面積は減少傾向。

○生産量は横ばい傾向。

○海外企業の契約栽培も定着している（ゼ
スプリ社）

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

「香緑」、「香粋」等の高糖度、高品質品種
の開発・普及が進んでいることから、現状を
上回る。
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結果樹面積

生産量

平成

年産 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
価格（円/kg） 391 518 393 349 352 426 388 377 475 464 408

年産 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
価格（円/kg） 341 343 285 245 237 313 330 423 264 351 352

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」。価格は、１、２類都市市場の平均卸売価格。

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」。価格は、１、２類都市市場の平均卸売価格。
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１４．パインアップル

○結果樹面積、生産量ともに微減傾向。

○価格は平成15年以降上昇傾向。

■現行振興方針における生産量の目標値
の考え方

生産量は減少傾向だが、贈答、直販、み
やげ等において、国産パインアップルの需
要が依然として見られていることから、現状
と同程度。
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結果樹面積
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平成

年産 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20
価格（円/kg） 158 150 146 155 146 144 148 152 156 164 170

資料：農林水産省「果樹生産出荷統計」。価格は、１、２類都市市場の平均卸売価格。



＜参考＞政令指定品目以外の果実の動向

資料：農林水産省「特産果樹生産動態等調査」。ただし、平成12年は調査を実施していない。
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